
独立行政法人国立病院機構　大阪南医療センター

2011年1月より、骨粗鬆症性脊椎圧迫骨折に対する新規低侵襲治療BKPが保険適応となりました。当

院では南大阪地域の拠点病院として本治療に積極的に取り組んでいます。背中に約1cmの皮膚切開を

2カ所要するのみの低侵襲治療であり、術直後より良好な腰背部痛の改善が得られ、当日または翌日

から歩行が可能です。


